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貴島 晴彦

この第 47巻第 4号が平成最後の「脳神経外科」になる．
まず，巻頭の「扉」で藤津和彦先生のご執筆の「鷹の眼と獅子の心と貴婦人の手」を
大変興味深く読ませていただいた．時代の変わり目にふさわしい着眼点で，脳外科手術
の視点で，変わりゆくもの，変わるべきもの，変わらないものを非常に柔らかく述べら
れておられる．平成最後の「脳神経外科」にふさわしい巻頭言である．ぜひご一読いた
だきたい．
森健太郎先生の高齢者のフレイルを話題にした総説は，多くの脳神経外科医は体験
的，概念的には理解していたつもりのことを，明確に体系づけ，最近の知見を加えてま
とめあげられている．これは新時代につながる総説である．本総説で述べられているよ
うに，専門家であるわれわれ脳神経外科医は高齢化社会の問題に対して，疾患各論での
検討を要する時代に入っているのかもしれないことを感じさせられた．われわれもこの
ようなことを念頭に医療に取り組まなければならない．だが，この高齢者の医療の分野
ではフレイルやレジリエンス制御など慣れない言葉が出現し戸惑う．この戸惑いが，す
でにフレイルなのかもしれない．
齊藤邦昭先生の insula gliomaに関する解剖を中心とした脳神経手術手技は，経験の少

ない脳神経外科医にもわかりやすく解説していただいている．特に，血管との関係につ
いては詳しく記載されており，また臨場感のある症例提示はぜひ熟読していただきたい
と思う．その他，「研究」，「テクニカル・ノート」，「症例」，「学ぶシリーズ」も読んで
みるとなるほど納得の報告であった．
平成の 30 年間はわたくしの医学，特に脳神経外科学に取り組んできた人生と重な

る．次の時代でこれをどう継続・発展させるのか，あるいは変革に舵を切るのか考えな
ければならないタイミングであるように思う．おそらく，その両面を持った取り組みとな
るだろうが，世の中への貢献をめざし，さらに新しい一歩を踏み出す必要を感じている．
本号の論文は，脳神経外科医の「器械や技術の発展へ取り組み」，「社会の変遷への対
応」，そして「日々の探究心」を搔き立てるものである．これらが平成最後の「脳神経
外科」にふさわしいことを皆様の心で感じていただき，次の時代の糧にしていただけれ
ばと思う．
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